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標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
令
和
7
年
3

月
15
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

に
て
、
13
時
か
ら
17
時
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

主
催
者
挨
拶
に
お
い
て
、
火
箱
芳
文
理

事
長
は
「
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
と
あ
る
が
、

戦
後
80
年
を
問
う
こ
と
は
意
義
が
あ
る
」

と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
的
意
味
を
主

張
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
で
、
司
会
の
池

田
名
誉
教
授
は
「
先
の
戦
争
の
原
因
と
教

訓
の
第
1
は
同
盟
国
の
選
択
に
あ
り
、
戦

前
の
日
独
伊
三
国
同
盟
に
対
し
戦
後
は
日

米
同
盟
に
あ
っ
た
。
第
2
は
、
戦
前
の
大

東
亜
共
栄
圏
か
ら
自
由
で
開
か
れ
た
国
際

貿
易
に
活
路
を
求
め
た
。
第
3
は
、
満
洲

事
変
か
ら
国
際
連
盟
脱
退
に
至
り
国
際
法

を
無
視
し
国
際
的
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
が
、

戦
後
は
国
際
連
合
の
一
員
と
し
て
世
界
の

平
和
と
安
定
に
貢
献
し
た
。
こ
れ
ら
を
検

証
し
、
今
後
の
わ
が
国
の
課
題
を
議
論
し

た
い
」
と
説
明
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
学
習
院
大
学
・
井
上
寿

一
教
授
（
前
学
長
）
に
よ
り
「
戦
後
80
年
」

と
「
昭
和
1
0
0
年
」
と
題
し
て
行
わ
れ

た
。
井
上
教
授
は
「
戦
後
の
日
本
国
憲
法

は
理
想
主
義
的
絶
対
平
和
主
義
で
あ
っ
た

が
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
現
実
主

義
的
安
全
保
障
の
日
米
同
盟
に
シ
フ
ト
し
、

第
9
条
と
日
米
安
保
条
約
の
両
立
を
志
向

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後
安
全
保
障
政

策
は
、
ソ
連
の
外
敵
に
対
す
る
よ
り
も
内

敵
に
主
眼
を
置
い
た
。
し
か
し
、
最
近
の

国
際
情
勢
は
中
国
に
よ
る
台
湾
進
攻
問
題
、

北
朝
鮮
に
よ
る
核
ミ
サ
イ
ル
開
発
問
題
と

朝
鮮
半
島
有
事
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
な
ど
の

地
政
学
的
な
リ
ス
ク
を
伴
う
不
安
定
の
な

か
に
あ
り
、
軍
事
的
リ
ア
リ
ズ
ム
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
た
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
大
学
ケ
ビ
ン・ド
ー
ク（K

evin M
. 

D
oak, Professor of Georgetow

n 
U

niversity

）
教
授
は
「
ア
メ
リ
カ
人
学

者
が
見
た
日
本
の
戦
後
80
年
」
と
題
し
て
、

「
大
多
数
の
ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
及
び
日

本
人
に
対
し
て
極
め
て
好
意
的
で
、
む
し

ろ
占
領
政
策
に
よ
っ
て
欧
米
化
し
た
日
本

の
良
き
伝
統
や
文
化
の
喪
失
が
残
念
で
あ

る
。
憲
法
を
早
く
改
正
し
、
戦
後
レ
ジ
ー

ム
か
ら
の
脱
却
に
よ
っ
て
、
力
に
よ
る
平

和
の
実
現
に
向
け
て
、
強
い
日
本
を
実
現

す
る
た
め
に
核
武
装
す
る
こ
と
」
を
推
奨

し
た
。

　

防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
の

千
々
和
泰
明
主
任
研
究
官
は
「
戦
後
80
年

（
昭
和
1
0
0
年
）
に
振
り
返
る
日
米
同

盟
の
『
時
間
』
と
『
空
間
』」
と
題
し
て
、

「
日
米
同
盟
の
歴
史
的
意
義
を
強
調
し
、

極
東
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
」
を
強
調
し
た
。

　

そ
の
後
、
報
告
者
に
よ
っ
て
学
術
的
な

議
論
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
フ
ロ
ア
ー
か
ら

の
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

	

（
文
責　

池
田
十
吾
）

近
現
代
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後

80
年
を
問
う
」（
報
告
レ
ジ
ュ
メ
）

　
　
　
　

近
現
代
史
研
究
委
員
会

池
田　

十
吾

次
の
勤
務
者
で
業
務
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。

総
務
部
長　
　
　

榊
原　

順
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
部
異
動
）

会
計
課
長　
　
　

山
元　

高
司
（
継
続
）

総
務
担
当
主
任　

岡　
　

康
裕
（
継
続
）

業
務
担
当
主
任　

荒
川
美
智
男
（
継
続
）

総
務
・
業
務
担
当
主
任

　
　
　
　
　
　
　

青
木
真
由
美
（
新
任
）

会
計
主
任　
　
　

谷
川　

真
一
（
継
続
）

　

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

5
月
の
安
全
保
障
講
座
（
そ
の
2
）

◦　

日　

時　

5
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

15
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社　

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

�「
認
知
空
間
に
お
け
る
戦
い

─
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
─
」

◦　

講　

師　

松
村
五
郎
氏
（
陸
自
81
期
）

◦　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

5
月
の
近
現
代
史
研
究
会
講
座

◦　

日　

時　

5
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

14
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社　

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

�「
あ
の
戦
争
」
を
何
と
呼
ぶ

べ
き
か

◦　

講　

師　

庄
司
潤
一
郎
氏

　
　
　
　
　
　
（
防
衛
研
究
所
研
究
顧
問
）

◦　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

6
月
の
安
全
保
障
講
座
（
そ
の
2
）

◦　

日　

時　

6
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

15
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社　

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

�

戦
い
に
お
け
る
A
I
役
割
と

効
果

◦　

講　

師　

川
瀬
昌
俊
氏
（
陸
自
82
期
）

◦　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

ご

寄

付

の

紹

介

　

宇
木
素
義
様
（
陸
士
44
家
族
会
員
）	5
千
円

事
務
局
勤
務
者
の
紹
介

　

4
月
1
日
か
ら
陸
修
偕
行
社
事
務
局
は
、

事

務

局

だ

よ

り




